
第９２回 姫路市農業委員会総会議事録 

 

開催日時  令和７年１月２４日（金） 午後２時１０分から午後３時５分 

開催場所  姫路市役所 本館１０階 大会議室 

 

農業委員の出欠状況及び署名委員 

議席番号 氏  名 出 欠 署名委員 備  考 

１ 後 藤 明 彦 出席 ○  

２ 小 林   隆 出席 ○  

３ 森 下 光 春 出席   

４ 大 西 正 紀 出席   

５ 岡 本 富 博 出席   

６ 船 引 政 則 出席   

７ 嘉ノ海 敏 明 欠席   

８ 青 田 俊 則 出席   

９ 沼 田  雄 出席   

10 嶋 田 秀 文 出席   

11 飯 塚 祐 樹 欠席   

12 竹 内 己 良 出席   

13 橋 本 静 枝 出席   

14 小 林 弘 行 出席   

15  田 勝 博 出席   

16 竹 内 光 明 出席   

17 福 永 信 幸 出席  会長職務代理者 

18 青 田   誠 出席  会長職務代理者 

19 田 靡 仁 志 出席  会長 

 

その他の出席者   ０名 

   

農業委員会事務局職員  ４名 

 



議事内容 

議案第１号  農地確認及び非農地確認について 

議案第２号  農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第３号  農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第４号  畑地転換届について 

議案第５号  特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第３条第１項の規定に

よる特定農地貸付けの承認について 

議案第６号  農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定及び農地中間管理事業の推進

に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用集積計画の決定につい

て 

議案第７号  農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項及び第４項による農用

地利用集積等促進計画作成における農業委員会からの意見聴取について 

議案第８号  相続税等納税猶予適格者証明について 

報告第１号  農地法第３条の規定による許可申請等に係る聞き取り調査について 

報告第２号  農地法第４条の規定による届出の専決について 

報告第３号  農地法第５条の規定による届出の専決について 

報告第４号  合意による解約等の通知について 

報告第５号  県許可案件の許可状況について 

報告第６号  農業経営改善計画（認定農業者）の認定について 

 

 （令和７年１月２４日 午後２時１０分） 

 

議  長 全体会に引き続き、只今から、第９２回総会を開催致します。 

現在の出席者数は、農業委員１９名中１７名の出席で過半数に達しており、会

議は成立しております。 

なお、嘉ノ海委員と飯塚委員から欠席の連絡を頂いております。 

 それでは、議案審議に先立ちまして、本日の議事録署名委員を議長より指名さ

せていただいてよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 異議なしの声を得ましたので、本日の議事録署名委員を後藤明彦委員と小林隆

委員にお願いいたします。 

 それでは、これより議案審議に入ります。いずれも慎重審議をよろしくお願い

します。 

 議案第１号「農地確認及び非農地確認」について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

事 務 局 議案第１号（Ｐ１～Ｐ２）を説明する。 

〔農地確認及び非農地確認について〕 

 

この度は、非農地確認の申請が５件提出されております。 

１番です。 

網干区和久の畑□□□□につきまして、「昭和３７年４月１日より住宅敷地と

して利用している」との申請です。 

２番です。 

網干区福井の田２筆□□□□□につきまして、「平成９年以前から駐車場とし



て使用されている」との申請です。 

３番です。 

夢前町菅生澗の田７筆□□□□□□□につきまして、「平成１０年以前より山

林となっている」との申請です。 

４番です。 

別所町別所の畑□□□□につきまして、「平成１４年以前より露天資材置場と

して利用している」との申請です。 

５番です。 

船津町の田２筆□□□□□□□□につきまして、「平成１２年以前より倉庫及

び駐車スペースとして利用している」との申請です。 

現況は、いずれも申請どおりの内容となっており、各担当委員から「適当であ

る」との意見を頂いております。 

各地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 有難うございます。 

只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問、その他補足事項はございませ

んか。 

 

委  員 ３番の案件はすでに転用許可が出ていますが、転用せずに山林化したのです

か。 

 

事 務 局 過去の航空写真等を見たところ、転用許可後申請の目的に転用した後、放置さ

れて山林化した状況の様です。転用許可は出ていますので法務局で地目変更手続

きを取っていただいたらいいんですが、現況が転用目的の状態となっていないこ

とから地目変更の際に農業委員会の意見を求められる可能性を考慮したことと、

すでに申請書を完成させておられたので、そのまま受付することとしました。地

目変更するには非農地確認書があった方が確実だからです。 

 

議  長 ほかに、なにかございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですので、承認とすることでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、承認と致します。 

 次に、議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」について、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

事 務 局 〔農地法第３条の規定による許可申請について〕 

議案第２号（Ｐ２～Ｐ５）を説明する。 

 

農地法第３条の規定による許可申請について、この度は、１６件の申請が提出

されております。参考資料もあわせてご覧ください。 

所有権の移転が１５件、使用貸借権の設定が１件となっており、１番と９番と

１０番と１５番が市街化区域の案件である外は、いずれも調整区域または都市計

画区域外の案件です。申請地は、いずれも譲渡人・貸人の「自作地」で、譲受

人・借人は、５番が農地所有適格法人である外は、いずれも「個人」となってお

ります。「農地取得後の全部耕作・常時従事」につきましては、いずれの案件も

申請地等に無断転用地等は確認されておらず、申請地の耕作に必要な農機具及び

従事者等を確保されております。「通作距離」につきましては、いずれも１５km



以内となっております。「周辺の農地等の農業上の利用に及ぼす影響及び措置」

につきましては、いずれの案件も「周辺の農業と同様の農業を行うので、特に影

響はない」ものとの申請となっております。 

それでは、案件毎に申請の概要をご説明いたします。 

１番から８番につきましては、現在耕作面積が０㎡の新規農家の方の案件で

す。いずれも営農計画書が添付されております。 

１番です。 

的形町的形の畑□□□□につきまして、的形町的形の□□□□□□が、□□□

□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「露地野

菜」となっております。農業を始めることとなった動機としましては、□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、中南部地区農政協議会では「すで

に耕作しており、農業実績があるため、新規農家の聞き取り調査は必要なし」と

の意見となっております。 

２番です。 

相野の田３筆□□□□□□□につきまして、石倉の□□□□□□が、□□□□

□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「露地野菜、果

樹」となっております。農業を始めることとなった動機としましては、□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことで

す。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、北西部地区農政協議会では「営農

実績があるため、新規農家の聞き取り調査は必要なし」との意見となっておりま

す。 

３番です。 

相野の田□□□□につきまして、相野の□□□□□□が、□□□□□□□から

「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「露地野菜」となってお

ります。農業を始めることとなった動機としましては、□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、北西部地区農政協議会では「営農

実績があるため、新規農家の聞き取り調査は必要なし」との意見となっておりま

す。 

４番です。 

相野の田２筆□□□□□につきまして、太市中の□□□□□が、□□□□□□

から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「水稲」となってお

ります。譲受人は西脇に農地を□□□□□□所有しておりますが、現在、圃場整

備事業中であり、台帳上の耕作面積が０㎡となっています。農業を始めることと

なった動機としましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、北西部地区農政協議会では「営農

実績があるため、新規農家の聞き取り調査は必要なし」との意見となっておりま

す。 

５番です。 

夢前町芦田の田２１筆□□□□□□□□につきまして、農地所有適格法人の要

件を満たす□□□□□□□□□□□□□□□□が、□□□□□□から「購入した

い」との所有権移転の申請です。作付作物は「水稲、露地野菜・ハウス野菜、果

樹」となっており、申請地の近隣の□□□□□□□を拠点とするとのことです。

農業を始めることとなった動機としましては、□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、北西部地区農政協議会では「新規農家の聞き取り調査は必要」

との意見となっております。 

６番です。 

船津町の田４筆□□□□□□□□につきまして、船津町の□□□□□が、□□



□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「ブロッコ

リー、オクラ、リーフレタス、ニンニク」となっております。農業を始めること

となった動機としましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、北東部地区農政協議会では「自宅

の隣で、営農意欲が十分であるため、新規農家の聞き取り調査は必要なし」との

意見となっております。 

７番です。 

飾東町塩崎の田□□□□につきまして、別所町佐土の□□□□□□が、□□□

□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「露地野菜

の育苗」となっております。申請地には、すでに農作物栽培高度化施設が届出の

上で設置されており、その施設とともに取得するものです。譲受人から改めて農

作物栽培高度化施設の届出が提出されており、この件許可されますと、許可日付

で受理する予定としております。農業を始めることとなった動機としましては、

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、北東部地区農政協議会では「営農

実績があるため、新規農家の聞き取り調査は必要なし」との意見となっておりま

す。 

８番です。 

別所町佐土新の畑□□□□につきまして、下寺町の□□□□□□が、□□□□

□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「露地野菜、果

樹」となっております。農業を始めることとなった動機としましては、□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、北東部地区農政協議会では「営農

意欲が十分あるため、新規農家の聞き取り調査は必要なし」との意見となってお

ります。 

９番以降につきましては、既に耕作面積がある方の案件です。 

９番です。 

網干区坂出の畑□□□□につきまして、網干区坂出の□□□□□が、□□□□

□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕

作面積は□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となっております。 

１０番です。 

広畑区西蒲田の畑２筆□□□□□につきまして、広畑区西蒲田の□□□□□□

が、□□□□□□□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この

件許可されますと、耕作面積は□□□□になる予定です。作付作物は「露地野

菜」となっております。 

１１番１２番です。 

網干区和久の□□□□□が、網干区坂出の田５筆□□□□□□□につきまし

て、□□□□□□□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この

件許可されますと、耕作面積は□□□□□□になる予定です。作付作物は「水

稲」となっております。 

１３番です。 

夢前町護持の田３筆□□□□□□□につきまして、夢前町護持の□□□□□□

が、□□□□□□□から「借り受けたい」との使用貸借権設定の申請です。この

件許可されますと、耕作面積は□□□□□□□になる予定です。作付作物は「水

稲」となっております。 

１４番です。 

飾東町豊国の田□□□□につきまして、飾東町豊国の□□□□□が、□□□□

□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕

作面積は□□□□□□□になる予定です。作付作物は「水稲」となっておりま

す。 

１５番です。 



飾東町庄の田□□□□につきまして、神屋町の□□□□□□が、□□□□□□

から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕作面

積は□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となっております。 

１６番です。 

香寺町中寺の田□□□□につきまして、香寺町中寺の□□□□□□が、□□□

□□□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されま

すと、耕作面積は□□□□□□になる予定です。作付作物は「水稲」となってお

ります。 

いずれの案件も、各地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりま

せん。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 有難うございます。 

 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。また、報

告や補足説明等ございますか。 

 

委  員 １６番の「合意解約提出予定」とは、どういう状況ですか。 

 

事 務 局 ３条許可にあたり、貸借している農地は、借人が取得する場合を除きこの貸借

を解消する必要があります。申請地には中間管理機構による設定がなされてお

り、この解約には県経由で１か月程度の時間がかかります。しかし、国の処理基

準には１年以内に返還されることが確実な場合は許可可能とされていることか

ら、この手続中であることを備考欄に表記しました。なお、県へ提出した解約書

面の写しは提出いただいています。 

 

議  長 ほかに、なにかございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ない様ですね。 

 新規農家の聞き取り調査についてですが、事務局からの説明もありましたが地

区協議会の意見では、５番については必要、１番から４番及び６番から８番につ

きましては必要なし、との意見でしたが、こちらについてなにかご意見等ありま

すでしょうか。 

 

委  員 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□ 

 

議  長 ほかに、なにかございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にない様ですので、それでは、総会規定に基づき、採決します。許可相当と

判断される方は挙手をお願いします。 

 

各 委 員 （全員挙手） 

 

議  長 全員の挙手をいただきましたので、本案件許可相当といたします。 

 また、新規農家の聞き取り調査については、５番について実施することに決定

します。 

 それでは続きまして、議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請」及び



「農地法施行規則第５３条の協議及び確認」について、事務局から説明をお願い

します。 

 

事 務 局 議案第３号（Ｐ６～Ｐ７）を説明する。 

〔農地法第５条の規定による許可申請について〕 

 

農地法第５条の規定による許可申請について、この度は、３件の申請が提出さ

れております。参考資料もあわせてご覧ください。 

１番と３番が調整区域の案件、２番が都市計画区域外の案件となっておりま

す。「代替地の有無」につきましてはいずれも「他に事業目的に適した代替地は

ない」となっており、「転用に必要な資力」につきましては、いずれも確保され

ております。「周辺農業への支障のおそれ」につきましては、いずれも転用目的

に照らして汚水の排水等は認められないことから、周辺農業への支障はないもの

と考えております。 

それでは案件ごとに、申請の概要をご説明いたします。 

１番です。 

網干区浜田の田２筆□□□□□□□につきまして、□□□□□□□□が、「譲

り受けて、露天資材置場、露天駐車場にしたい」との転用の申請です。申請地の

農地区分は、住居等が連たんする区域に近接かつ農地の集団規模１０ｈａ未満の

「第２種農地」に該当すると考えております。「事業内容」につきましては、土

木建設業を営む譲受人が、さらなる需要増加のため敷地を拡大する計画となって

おります。 

なおこの案件、転用面積が１，０００㎡を超えておりますので、本日、現地調

査班による現地調査を実施していただいております。現地調査班の意見としまし

ては、「許可相当」との意見となっております。 

２番です。 

夢前町戸倉の田□□□□□□につきまして、□□□□□□□□が、「譲り受け

て、太陽光発電設備を設置したい」との転用の申請です。申請地の農地区分は、

住居等が連たんする区域に近接かつ農地の集団規模１０ｈａ未満の「第２種農

地」に該当すると考えております。「事業内容」につきましては、出力５０ｋW

未満の小規模太陽光施設となっております。「他の許可等を受ける必要がある場

合」につきましては、事業計画事前申請が申請済み、敷地進入路設置の道路占用

許可申請提出済み、景観計画区域内の行為が届出済み、となっております。 

３番です。 

豊富町御蔭の田□□□□につきまして、□□□□□□が、「譲り受けて、露天

駐車場にしたい」との転用の申請です。申請地の農地区分は、集団性のある農地

等の「第１種農地」に該当すると考えておりますが、不許可の例外である「既存

施設の２分の１以下の拡張」に該当するものとして申請されております。□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

いずれの案件も、各地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりま

せん。本日の審議の結果を意見として、県に送付したいと考えております。 

 

 〔農地法施行規則第５３条の協議及び確認について〕 

続きまして、農地法施行規則第５３条の協議及び確認について、ご説明いた

します。 

電気事業者により送電用の施設を設置する場合は、農地法第５条の規定によ

る県知事の転用許可は不要となっていますが、これに該当することの確認願と

して１件提出されております。 

調整区域の太市中の田、畑７筆□□□□□□□□□につきまして、□□□□

□□□□□□□□□□□が、「賃借権で借り受けて、鉄塔建替工事、電線張替

工事として一時的に利用したい」との一時転用の申請です。転用期間は、令和

８年２月２８日までとなっております。申請地の農地区分は、「農用地区域内



農地」及び「第２種農地」となっております。「農用地区域内農地」は原則転

用許可はできませんが、一時的であることと、「農業振興地域整備計画上支障

がない」ことを条件に許可されるものとして申請されたものです。当該転用に

よる姫路市農業振興地域整備計画上の支障の有無について、市農政総務課へ意

見を求めたところ、「支障なし。ただし、一時転用の必要がなくなった場合

は、直ちに原状回復すること」との回答を得ております。「事業内容」につき

ましては、鉄塔建替工事及び電線張替工事に係る工事用地、モノレール基地、

モノレールルートとして利用する計画となっております。 

この事業計画につきましては、事務局においてすでに県と協議しており、県

から許可不要である旨を確認していただいております。 

北西部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 有難うございました。 

 １番について、本日午前中に現地調査班が現地調査を実施しましたので、メ

ンバーの委員から、現地調査の概要報告をお願いします。 

 

委  員 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

議  長 はい、報告、ありがとうございました。 

 事務局の説明その他について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは採決します。許可相当とすることに賛同いただける方は挙手をお願い

します。 

 

各 委 員 （全員挙手） 

 

議  長 全員の挙手を確認しましたので、許可相当とします。 

 次に、議案第４号「畑地転換届」について、事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 議案第４号（Ｐ８）を説明する。 

〔畑地転換届について〕 

 

畑地転換届について、この度は、１件の届出が出ております。 

調整区域の飾東町塩崎の田□□□□□□につきまして、「水田を埋め立てて畑

地に転換し、盛り土をするため」との届出です。 

各担当委員から「農地として適正に造成されると判断される」との意見を頂い

ております。北東部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりませ

ん。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、承認することでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、承認致します。 



 次に、議案第５号「特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第

３条第１項の規定による特定農地貸付けの承認」について、事務局から説明を

お願いします。 

 

事 務 局 議案第５号（Ｐ８）を説明する。 

〔特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第３条第１項の規定に

よる特定農地貸付けの承認〕 

 

特定農地貸付とは、市民農園を開設するにあたり、農地法で規制された農地

の貸借を、貸付する者、面積、貸付期間等に特定の要件を設け、この要件を満

たした上で、貸付規定を作成し、農業委員会が承認した場合に限り、農地法の

特例として貸付けを行えるようにしたものです。 

この承認願として、１件提出されましたが、先日申請者から取下げたいとの

意向が示されたため、削除をお願いいたします。 

以上で説明を終わります。 

 

議  長 特に、ご質問等はございませんか。 

 それでは、議案第６号「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定及び農

地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用集積

計画の決定」について、事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 議案第６号（Ｐ９）を説明する。 

〔農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定及び農地中間管理事業の推進に

関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用集積計画の決定について〕 

 

農地中間管理事業にかかる農地の貸し借りにつき、市農政総務課より農用地利

用集積計画の決定についての意見を求められているものでございます。 

中間管理機構である公益社団法人ひょうご農林機構が借り受ける農地について

受け手を選定し、市が作成した農用地利用集積計画案につきまして、農業委員会

の意見を求められているものでございます。 

農業委員会としましては、農地法３条の許可基準を準用して、決定及び意見に

ついてのご協議をいただいているものでございます。 

今回の権利設定は、新規として「７件、１０筆、１４，８４２㎡」の設定を行

う計画となっており、市が２月１日付で公告を行います。 

北東部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。本日の

審議の結果を、市農政総務課へ送付したいと考えております。 

以上、農用地利用集積計画の決定につきまして、どうぞよろしくご審議お願い

いたします。 

 

議  長 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、承認することでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、承認致します。 

 次に、議案第７号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項及び

第４項による農用地利用集積等促進計画作成における農業委員会からの意見聴

取」について、事務局より説明をお願いします。 

 

事 務 局 議案第７号（Ｐ１０）を説明する。 



〔農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項及び第４項による農用地

利用集積等促進計画作成における農業委員会からの意見聴取について〕 

 

農地中間管理事業にかかる農地の貸し借りにつき、農地中間管理機構である公

益社団法人ひょうご農林機構から、農用地利用集積等促進計画を県知事へ認可申

請するにあたり、農業委員会の意見を求められているものでございます。 

参考資料もあわせてご覧ください。 

農用地利用集積等促進計画につきまして、農地法３条の許可基準を準用して、

意見についてのご審議をいただきますようお願いいたします。 

・耕作等の事業に供すべき農用地の全てを効率的に利用して耕作等の事業を行う

と認められること。 

・耕作等の事業に必要な農作業に常時従事すると認められること。 

・法人の場合は、農地所有適格法人の要件を満たしているか否か 

この度の権利設定は、再設定として「２件、５筆、８，０９９㎡」の計画とな

っております。 

北西部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。本日

の審議の結果を、ひょうご農林機構へ送付したいと考えております。 

以上、農用地利用集積等促進計画への意見につきまして、よろしくご審議お願

いいたします。 

 

議  長 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、それでは、承認することでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、承認と致します。 

 次に、議案第８号「相続税等納税猶予適格者証明」について、事務局から説

明をお願いします。 

 

事 務 局 議案第８号（Ｐ１１）を説明する。 

〔相続税等納税猶予適格者証明〕 

 

今月は、証明願が２件出ております。 

１、２番目をまとめて説明します。 

中地の□□□□□□□が所有されていました農地７筆のうち、□□□□（持

分２分の１）を同居の子であります□□□□□が相続し、□□□□（持分２分

の１）を同居の子であります□□□□□□□が相続するというものです。どち

らも、残りの持分２分の１は今回の相続人であり、今回の相続によりそれぞれ

単独所有となります。農地の利用状況は、稲作をされています。 

なお、中南部地区農政協議会では、適当であるとの意見をいただいておりま

す。 

適格者証明書の交付の可否について、ご審議いただきますようお願いいたし

ます。 

 

議  長 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、承認することでよろしいでしょうか。 

 



各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、承認致します。 

 次に、報告事項に入ります。 

報告第１号について、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第１号（Ｐ１２）を説明する。 

〔農地法第３条の規定による許可申請等に係る聞き取り調査について〕 

 

農地法第３条の規定による許可申請の決定に係る聞き取り調査について、１２

月にご審議いただきました新規農家１件の聞き取り調査を、１月８日に実施して

いただきました。 

当日は、本人が来庁され、担当委員から、本人の営農意欲、農機具等の状況、

通作距離の確認、営農計画の聴取等、営農指導をいただき、誓約書も提出されま

したので、同日付にて許可書を交付しておりますことを報告いたします。 

 

議  長 報告ありがとうございます。 

それでは、聞き取り調査メンバーの委員から発表をお願いします。 

 

委  員 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□ 

 

議  長 報告ありがとうございました。 

 なにか、ご意見ご質問等ありますか。 

 

各 委 員 

 

・・・。 

議  長 特にないようですね。 

 次に、報告第２号について、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第２号（Ｐ１３～Ｐ１４）を説明する。 

〔農地法第４条の規定による届出の専決について〕 

 

市街化区域内農地の４条転用案件で、この度は、１２月６日から１月９日の間

に受け付けたもの、１０件につきまして、法定要件を満たしており、特に問題が

ないものとして、事務局長専決により受理書を交付しましたことをご報告いたし

ます。 

 

議  長 有り難うございます。ご意見ご質問等ありますか。 

 

委  員 ７番は、議案第５号に関する案件と思うのですが、こちらは取り下げないので

すか。 

 

事 務 局 ご指摘のとおり関連する案件ですが、申請人の説明ではすでに一部土を搬入し

ているとのことで、この土を除いて農地復元するか、一部を転用するか、いっそ

全部を転用するか、思案中とのことで、現時点では受理の状態です。 

 

議  長 ほかに、なにかございますか。 

 

各 委 員 

 

・・・。 



議  長 特にないようですので、確認といたします。 

 次に、報告第３号について、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第３号（Ｐ１５～Ｐ１９）を説明する。 

〔農地法第５条の規定による届出の専決について〕 

 

市街化区域内農地の５条転用案件で、こちらも、１２月６日から１月９日の

間に受け付けたもの２５件につきまして、法定要件を満たしており、特に問題

がないものとして、事務局長専決により受理書を交付しましたことをご報告い

たします。 

 

議  長 有り難うございます。何かご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですので、確認とすることでお願いします。 

 次に報告第４号について、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第４号（Ｐ２０～Ｐ２３）を説明する。 

〔合意による解約等の通知について〕 

 

合意による解約等の通知について、この度は、賃貸借契約の解約の通知が９

件、使用貸借契約の解約の通知が１１件ございました。うち、利用権に該当する

ものは９件で、中間管理事業に該当するものは３件です。 

賃貸借契約の解約に伴う離作補償につきましては、いずれも「無償」となって

おります。 

以上、合意による解約等の通知につきまして、ご報告いたします。 

 

議  長 有り難うございます。なにか、ご質問等ございませんか。 

 

委  員 ３番の借人は、相当前に亡くなった人で相続人は相当数いると思うが、代表者

１人で解約してよいのか。 

 

事 務 局 農地法第１８条６項に基づく合意解約について、農地法に記載がないため、農

業委員会の取り決めで、相続人代表者１名の署名押印と印鑑証明書の添付で解約

確認と取り扱っています。 

□□□□□□□□□□□□□□民法上、賃貸借契約を解約するためには、共有

持分の過半数の同意が必要になるのではとの指摘をいただいたこともあり、他都

市の事例を調べたところ、他の相続人の代表者に対する委任状や遺産分割協議書

の提出などを求めている団体がある一方、相続人１名の認印で対応している団体

もあるようです。 

本市の運用は、印鑑証明書付きで相続人代表の署名と実印の押印をいただくこ

とで、他の相続人の同意も得ているとしております。この方法では、代表相続人

が共有持分の過半数の同意を得ているか不明確であるため、改めるべきとも思い

ますが、これまでの対応で、問題は生じていないことから、当面の間継続してい

きたいと考えています。しかしながら、荒廃農地が増えるなどのリスクと、農家

台帳と実体法上の矛盾に伴うリスクを比較衡量し、今後の望ましい運用について

検討する必要はあるとは考えています。 

 

委  員 貸人も相続人代表となっているが、解約してどう利用するのか。 

 

事 務 局 合意解約通知書では、解約後の土地利用については、所有者で自作となってい

ます。 



この案件は、地区計画によるアンケートの送付により賃借権が存在しているこ

とが発覚し、今回の解約に結びついたものです。祖父の代で返還していたはず、

と受付の際に聞き及んでいます。 

賃借権が存在していることは、登記簿には記載されず、農業委員会の農家台帳

を確認するしか知る術がないことから、借人が亡くなった場合に相続人宛てに通

知するなどのなにか方策がないか研究したいと思います。 

 

議  長 ほかに、なにかございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですね。 

 次に報告第５号について、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第５号（Ｐ２４）を説明する。 

〔県許可案件の許可状況について〕 

 

県許可案件の許可状況について、１２月において５件に許可が下り、既に許

可証を交付しておりますことを、ご報告いたします。 

 

議  長 報告、有り難うございます。確認をお願いします。 

 次に報告第６号について、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第６号（Ｐ２５）を説明する。 

〔農業経営改善計画（認定農業者）の認定について〕 

 

令和６年１２月の会長決裁分について報告します。 

案件は１件です。認定の継続申請です。 

稲作をされている山田町多田の□□□□□□□□□□□につきまして、農業の

経営拡大及び利益率の向上など、改善に向けた取り組みをされていることや、営

農している農地に遊休農地はないことから、問題はなく、認定農業者として「適

切である」と農業委員会から市長へ回答していました。 

その結果として、令和７年１月６日付けで継続認定したと市長から農業委員会

へ通知がありましたので、ご報告いたします。 

報告は以上です。 

 

議  長 有り難うございます。なにか、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですね。確認をお願いします。 

 以上で、本日の議題は、すべて終了しました。 

全体を通して、何かございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですので、それでは、本日の会議はこれで終了します。有り難うご

ざいました。 

 

 （午後１５時５分 終了） 

 



議事録署名委員 

 

（議  長）       田 靡 仁 志 
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（署名委員）       小 林   隆 

                                 


